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裕
二
十
円
谷

部

品b

仁

組I

日
文
泊
耐
航
出
峰
約
改
正
に
就
て

』ヒ

日
支
通
一
両
航
海
保
約
改
正
に
就
て

末

古住

虞

重

支
那

ω陶
枕
に
閲
す
る
保
約
第
二
僚
に
基
〈
閲
税
曾
議
は
、
昨
大
正
十
四
年
十
月
二
十
六
日
北
京
に
於
て
闘
か

れ
た
。
品
目
議
の
傍
闘
に
於

τ、
支
那
会
機
王
正
延
は
、
支
那

ω主
樽
獅
立
並
に
共

ω領
土
的
行
政
的
保
全
の
符
重

を
約
す
る
支
那
に
閲
す
る
九
図
保
約
砂
糖
紳
に
碁
吉
、

B
友
邦
訪
問
問
問

ω関
係
を
改
善
す
る
目
的
を
以
て
、
支
那

の
閲
枕
自
主
櫨
回
復
を
要
求
l
、
友
の
提
案
を
な
し
た
。

一
、
奉
加
闘
は
支
那
共
和
岡
政
府
に
封
L
、
正
式
に
支
那
の
関
税
自
主
雌
を
等
霊
す
べ
詐
こ
ご
を
宣
言
し
、
且

現
行
詰
篠
約
中
に
存
す
る
一
切
の
関
税
上
の
制
限
を
撤
摩
す
る
こ
ぜ
仁
同
意
す
。

一
、
支
那
共
和
国
政
府
は
支
那
幽
定
税
率
の
質
施
三
同
時
に
麓
金
を
厳
止
す
る
一
』
ご
に
同
意
す
。
右
回
定
税
率

は
遜
〈
己
も
民
国
十
人
年
(
一
九
二
九
年
)
一
月
一
日
迄
に
殺
力
を
生
す
る
も

ω
ご
す
。

之
に
謝
し

t
、
我
が
金
権
日
置
盆
は
支
那

ω関
税
自
主
格
回
復
に
闘
し
友
誼
的
協
力
を
惜
ま
古
る
守
」
子
竺
言
明
L

た
。
日
〈

圃圃

4 
3 



支
那
が
今
日
通
過
す
る
各
樋
の
難
関
陣
磯
及
び
困
惑
は
、
曾

τ五
円
人
の
親
し
〈
嘗
め
来
れ
る
ご
ニ
ろ
な
h
o
日

本
会
槌
は
同
情
ピ
了
解
並
支
那
の
立
場
に
謝
す
る
友
誼
的
理
解
を
以

τ本
曾
議
の
諸
問
題
に
臨
む
ぺ

L
o
日

本

全
機
は
、
曾
議
の
帥
雪
印
に
於
て
、
支
那
全
植
の
提
出
に
炉
、
る
議
題
中
に
し
仕
る
関
税
自
主
権
問
題
に
拙
到
し
、
極

め
て
友
好
的
考
慮
を
加
ふ
る
に
十
分
の
用
意
ゐ
る
-
』
ご
を
盤
明
し
得
る
を
欣
幸
正
す
る
も
の
な
h
o

叉
日
〈

陶
枕
白
主
植
の
問
題
に
闘
し

τは、
日
本
会
構
は
、
前
地
の
如
〈
、
之
に
謝
す
る
国
民
的
要
望
の
質
現
を
目
的

ご
す
る
支
那
政
府
の
合
理
的
計
主
に
封
し
、
同
情
的
民
援
助
的
考
慮
全
加
ふ
る
に
践
踏
せ
十
っ

我
が
金
権
の
割
支
同
情
は
融
附
A

ザ
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
o

英
米
両
闘
も
我
凶
正
岡

ιく
、
支
那
の
要
求
を
容
絡
し

て
、
支
那
が
完
全
な
る
陶
枕
自
主
拙
を
享
有
す
べ
き
も
の
で
あ
る
正
い
ム
原
則
を
承
認
し
た
け
れ
ど
も
、
我
岡
以

上
仁
麓
金
滋
止
に
重
き
を
扱
き
、
之
を
以
て
絶
勤
的
に
閥
枕
自
主
椛
承
認

ω交
換
傑
件
ご
し
た
の
で
ゐ
っ
た
が
、

支
那
金
権
は
之
に
反
封
し
て
、
輯
皿
金
底
止
は
全
然
支
那

ω内
政
問
題
で
ゐ
っ
て
、
支
那
が
自
賛
的
に
賀
行
す
べ
き

も
の
で
あ
る
己
主
張
し
、
比
の
問
題
セ
取
扱
ふ
た
第
一
委
員
品
目
は
明
る
行
悩
ん
に
。
そ
こ
で
、
我
が
会
植
は
問
者

の
間
に
立
も
て
、
支
那

ω匁
め
に
悶
々
怜
施
し
た
結
果
、
昨
年
十
一
月
十
九
日
の
第
一
第
二
混
合
委
員
曾
に
於

て

支
那
以
外
り
締
約
凶
は
、
抜
に
閥
枕
白
主
磁
二
享
受
す
る
支
那
り
権
利
を
承
泌
し
、
支
那
こ
締
約
各
凶
間

ω現

議

論

日
支
通
商
航
海
保
約
改
正
に
就
て

第
二
卜
凹
巻

七

力、

強

一ヒ



前

1准

日
主
通
商
航
海
保
約
改
正
に
就
て

第
一
一
十
四
谷

七
回

主事

量嘩

t 
V'l 

行
保
約
中
に
包
合
せ
ら
る
、
閥
枕
上
の
制
限
を
撤
慶
す
る
に
同
意
し
、
且
千
九
百
二
十
九
年
一
月
一
日
よ
h
支

那
国
定
税
率
法
の
貸
施
せ
ら
る
べ
き
こ
主
に
同
意
す
。
支
那
共
和
岡
政
府
は
麓
金
は
支
那
国
定
税
率
法
の
質
施

ピ
同
時
に
底
止
せ
ら
る
べ
き
を
盤
明
L
、
真
に
右
遊
金
厳
止
は
支
那
共
和
風
十
人
年
一
月
一
日
(
千
九
百
二
十

九
年
一
月
一
日
)
迄
に
有
数
じ
質
行
せ
ら
る
ぺ
き
こ
己
を
灘
明
す
。

ご
い
ふ
決
議
案
を
可
決
す
る
こ
正
に
な
っ
た
が
、
支
那
を
し

τ此
の
大
な
る
成
功
含
得
せ
し
ゅ
た
の
は
、
我
が
会

に
就

τ、
日
英
米
諸
問
問
全
確
り
聞
に
多
大
の
論
守
を
悲
起
し
、
容
易
に
蹄
結
す
る
ご
こ
ろ
を
知
ら
F
る
有
様
で
ゐ

植
の
同
情
的
援
助

ωカ
が
奥
る
ご
こ
ろ
少
な
〈
な
か
っ
た

ω
で
ゐ
る
。
者
し
陶
枕
品
目
議
に
し
て
無
事
に
終
了
し
た

な
ら
ば
、
支
那
は
今
よ
b
二
年
の
後
に
完
全
に
閥
税
自
主
楢
を
回
復
す
る
答
で
あ
っ
た
。
然
る
ご
こ
ろ
、
国
定
枕

進
・
迎
用
に
歪
る
ま
で
の
過
渡
期
に
於
り
る
附
加
秘
ご

L
τ
の
差
等
税
率
並
に
之
に
関
聯
す
る
闘
税
増
股
の
使
途
等

っ
た
ご
こ
ろ
へ
、
今
来
早
々
支
那
的
政
局
が
急
襲
し
た
。
四
月
九
日
に
至
h
て
は
段
執
政
的
失
脚
ど
な
b
、
金
支

副
知
は
混
乱
山
肌
態
に
陥
っ
た
か
ら
、
闘
税
曾
議
は
胡
質
上
中
止

ω姿
正
な
b
・
情
聴
に
七
月
三
日
に
歪
b
、
列
圏
全
舵

は
「
支
那
り
全
権
が
各
国
畳
一
椎
己
曾
議
に
於
け
る
諸
問
題
に
就
き
討
議
を
一
川
闘
し
得
る
立
場
に
至
っ
た
な
ら
ば
、
成

る
ア
，
、
越
し
曾
議
り
事
業
を
進
行
せ
し
む
べ
き
最
も
異
華
な
る
希
望
を
有
す
る
」
ピ
い
ふ
聾
明
書
を
俊
し
て
、
閲

税
曾
議
を
打
切
正
し
た
。
新
〈
し
て
宇
年
以
上
に
亘
る
列
凶
金
権
凶
升
カ
は
水
泊
に
蹄
L
、
支
那
国
民
が
大
な
る

期
待
を
錯
し
た
開
放
曾
議
は
失
敗
に
終
っ
た
。
支
那
国
民
的
闘
機
復
回
運
動
は
.
又
も
や
悲
に
一
大
削
挫
を
来
L



f<: 。
も
つ
正
も
、
関
税
曾
議
は
全
然
打
切
h
J
Z
な
っ
た
の
で
は
な
(
、

一
時
中
止
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ

τ、
支
那
が
列
闘
か
ら
承
認
せ
ら
れ
得
る
政
府
を
樹
立
し
、
会
機
を
任
命
す
れ
ば
、
直
も
に
再
開
せ
ら
る
べ
き
筈

で
は
あ
る
が
、
新
か
る
政
府
は
容
易
に
出
来
3
う
に
な
い
。
芳
海
日
常
使

ω如
き
は
、
去
る
七
月
締
切
の
節
、
新
聞

記
者
仁
謝
し
て
、
恐
ら
く
九
月
中
仁
は
闘
枕
曾
議
が
再
開
せ
ら
れ
る
も
の
ご
白
分
は
考
へ
る
ご
語
っ
た
け
れ
月

も
、
其
り
九
月
は
疾
〈
に
過
ぎ
去
っ
て
了
っ
た
o

ヰ
に

Lτ
、
近
々
中
に
正
式
政
府
が
出
現

L
、
品
目
議
は
再
開
ピ

な
っ
て
も
、
列
国
附
に
横
は
れ
る
意
見

ω不
一
致

ω斜
め
に
、
閥
枕
品
目
議
り
始
末
を
附
け
る
迄
に
は
今
後
可
な
b

論

型占

u主
詔
商
航
海
路
約
改
正
に
就
て

銘
二
十
回
答

t 
E 

第

蹴

士
事I

多
〈

ω昨
日
を
要
す
る
も
り
正
見
れ
ば
な
ら
旧
制
。
従
て
、
支
那
が
共
り
主
張
す
る
不
平
等
縦
約
度
来
、
閥
梢
同
日
彼

の
円
的
を
一
日
も
早
〈
造
成
せ
ん
ど
欲
せ
ば
、
開
校
合
議
に
よ
ら
争
、
閥
別
談
判
に
よ
b
τ
、

一
岡
山
刈
を
相
手
ピ

す
る
の
外
に
策
が
な
い
こ
正
、
な
っ
た
。
然
る
正
こ
ろ
、
支
那
に
ご
ち
て
仕
合
せ
な
こ
ご
は
、
支
那

ω荊
商
航
海

保
約
中
蹴
に
揃
期
ご
な
h
、
又
は
返
〈
揃
期
ピ
な
る
も

ωが
あ
る
か
ら
、
此
等
保
約
の
改
正
を
求
め
て
、
相
瓦
卒

等
的
基
礎

ω上
に
新
俸
制
を
締
結
す
べ
〈
‘
締
約
凶
が
之
仁
臆
暗
さ
る
場
合
仁
は
共
の
廠
誕
を
断
行
し
て
、
不
一
中

等
保
約
厳
菜
園
機
回
復

ω宿
望
を
遣
す
る
の
機
曾
を
捉
へ
た
の
で
あ
っ
た
。
日
支
通
商
航
海
倹
約
に
闘
す
る
問
題

は
か
る
が
放
に
費
生
し
た
。



論

叢

日
文
通
商
航
海
能
約
改
正
に
就
て

第
二
十
四
番

b 
>-r、

量忘

却

七
ム，、

去
る
十
月
二
十
日
附
公
文
を
以

τ、
支
那
政
府
は
、
明
治
一
一
十
九
年
七
月
二
十
一
日
調
印
の
日
支
通
商
航
海
保

約
H
A

ぴ
附
Mm文
書
、
並
に
明
治
三
十
六
年
十
月
八
日
調
印
り
迫
加
地
向
航
海
保
約
及
び
附
一
胤
立
書
の
改
正
を
我
が

政
府
に
提
議
し
来
っ
た
。
仰
も
、
明
治
二
十
九
年
七
月
の
保
約
第
二
十
六
僚
に
よ
れ
ば
、
締
約
凶

ω
一
方
が
、
税

率
及
び
該
保
約
の
通
商
保
放
の
改
正
を
要
求
せ
ん
ご
欲

ι
る
芭
き
は
、
斗
向
山
昧
約
批
准
交
換
の
日
(
明
治
二
十
九
年

a
1
4
L
i
，
 

1
1
t
y
-
-，ノ
r
E

、
よ
h
J
鵡
鉢
L
、
十
筒
年

ω
絡
に
於
て
之
を
骨
川
す
，
、
ピ
得
ぺ
〈
、
者

L
A恥
初
の
十
時
間
年
の
終
了
せ
る

t
き
よ
h
六
筒
月
以
内
に
雨
締
約
闘
の
執
の
一
方
よ
ー
り
も
布
要
求
の
提
出
な
〈
、
改
正
の
行
は
れ
ぎ
る
ご
き
は
、

該
僚
約
並
に
税
率
は
右
十
筒
年
の
終
よ
り
更
に
十
筒
年
間
共
催
殻
カ
を
持
縦
す
べ
(
、
爾
後
十
筒
年
の
終
了
す
る

毎
に
亦
同
じ
で
ゐ
る
。
然
る
さ
こ
ろ
、
明
治
三
十
九
年
大
正
五
年
の
二
回
ど
も
、
我
国
は
勿
論
、
支
那
も
改
正
を
綱
引

申
出
で
な
か
っ
た
が
、
其
後
世
界
戦
守
の
影
響
を
受
り

τ、
支
那
の
閥
榔
回
復
運
動
非
常
に
蛾
盛
と
な
b
.
殊
仁

昨
年
五
月
の
上
海
市
京
路
事
件
以
来
不
平
等
保
約
成
裂
の
輿
論
が
大
に
興
っ
た
に
も
拘
は
ら
宇
、
関
税
自
主
権
回

復
を
目
的
ご
す
る
胸
税
品
目
議
は
失
敗
に
蹄
し
た
か
ら
、
支
那
政
府
は
今
次
到
来
し
た
第
三
回
目
の
機
曾
を
逸
廿
一

十
、
明
治
二
十
九
年
七
月
の
倹
約
及
び
附
胤
文
書
を
根
本
的
に
改
正
せ
ん
こ
ど
を
要
求
し
来
っ
た
の
で
あ
る
。

之
t
同
時
に
、
支
那
政
府
は
.
明
治
三
十
六
年
十
月
の
倹
約
及
び
附
脱
文
書
は
、
本
来
抽
出
加
保
約
の
性
質
を
有

す
る
の
放
を
以
て
、
該
傑
約
第
九
僚
に
よ

b
、
常
然
本
保
約
た
る
明
治
一
一
十
九
年
七
月
の
保
約
ご
共
に
根
本
的
改

正
を
品
却
す
べ
き
で
ゐ
る
ご
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
六
年
十
月
の
僚
約
に
は
改
正
に
閲
す
る
規
定
が
な

ー



〈
、
そ
し
て
、
右
第
九
保
小
、
明
治
二
十
九
年
七
月
の
僚
約
に
直
接
関
係
の
ゐ
る
の
は
、

日
支
雨
困
問
に
現
に
存
在
す
る
凡
て
の
僚
約
及
び
約
定
の
規
定
は
本
候
約
に
依
て
改
正
叉
は
厳
止
せ
ら
れ
ざ
る

限
h
立
に
共

ω殺
カ
を
確
認
す
。

古
い
ふ
最
初
の
一
部
分
で
め
る
が
、
此
の
規
定
の
み
を
以

τし
て
は
、
支
那
政
府
が
主
張
す
る
が
如
(
、
明
治
三

十
六
年
十
月
の
僚
約
は
、
明
治
二
十
九
年
七
月

ω傑
約
ご
共
に
常
然
根
本
的
改
正
を
翁
す
べ
き
も
の
で
あ
る
言
は

云
ひ
難
い
か
ら
、

日
支
通
商
航
海
僚
約
改
正
に
闘
す
る
交
沙
の
範
閣
を

明
治
二
十
九
年
七
月
の
健
約
第
二
十
六

僚
に
規
定
す
る
事
項
に
限
つ

τも
決
し
て
不
賞
で
は
な
い
。
け
れ

Y
一
も
、
明
治
三
十
六
年
十
月

ω僚
約
に
は
、
明

泊
二
十
九
年
七
月

ω倹
約
に
規
定
す
る
ご
こ
ろ
に
直
接
関
係
の
あ
る
規
定
が
ゐ
る
の
み
で
な
〈
、
支
那
政
府
の
要

求
に
従

υ、
相
互
平
等
の
原
則
に
よ
り
て
日
支
耐
闘
の
閥
係
を
新
に
定
め
ん
と
す
る
以
上
、
明
治
二
十
九
年
七
月

の
僚
約
ピ
共
仁
、
明
治
三
十
六
年
十
月
的
保
約
に
改
正
を
加
ふ
る
二
ご
は
、
蓋
L
賞
然
で
あ
ら
う
o

従
官
、
我
が

政
府
は
右
第
二
十
六
僚
に
定
む
る
事
項
以
外
仁
一
円
一
る
改
正
問
題
に
闘
し
、
法
理
上
支
那
政
府
の
主
張
に
同
意
し
難

い
り
れ
ど
も
、
特
に
同
怖
を
以
て
其

ω希
望
を
考
量
1
る
を
餅
せ

5
る
旨
を
答
へ
て
ゐ
る
か
ら
、
保
約
改
正
は
、

自
然
上
掲
柄
通
商
航
海
保
約
及
び
附
属
文
書
の
全
部
に
及
び
、
交
渉
の
範
闘
が
中
々
庚
汎
で
あ
る
か
ら
、
交
渉
が

順
常
に
進
行
し
て
も
、
共
の
終
丁
ま
で
に
は
少
な
か
ら
ぬ
時
間
を
要
す
る
も
の
正
見
ね
ば
な
ら
ぬ
o

況
ん
や
、
支

那
の
政
局
混
乱
を
極
め
、
政
府
首
局
が
頒
繁
に
交
迭
す
る
現
収

ω下
に
於
て
は
、
到
底
交
渉
を
着
々
進
行
苫
せ
る

論

第
二
十
回
答

ーヒ
t二

第
一
一
揖

b 
七

議

日
主
泊
閥
抗
出
飾
約
改
正
に
就
て



論

首占

日
支
指
摘
航
海
保
約
改
正
に
就
て

第
二
十
四
谷

一
七
凡

第

!1l 

七/， 

こ
己
は
出
来
ま
い
か
ら
、
保
約
改
正
期
聞
の
六
筒
月
内
に
新
保
約
の
締
結
を
鬼
る
が
如
き
は
先
づ
六
ケ
敷
い
で
あ

ら
う
が
、

き
う
な
っ

t
b
、
責
は
少
し
も
我
が
政
府
に
な
い
の
で
め
る
o

然
る
ぜ
こ
ろ
、
支
那
政
府
は
、
十
月
二

十
日
附
公
文
中
に
、

中
岡
政
府
は
成
品
吋
(
惑
に
協
議
を
聞
き
、
本
六
筒
月
内
l
新
鋭
約
の
完
成
司
ら
れ
ん
こ
子
炉
』
熱
訟
致
候
。
も

し
、
倹
約
改
E
矧
附
尚
一
J
し
、
仰
新
候
約
の
成
立
を
見
5
る
ご
き
は
、
中
闘
政
府
は
護
保
約
に
謝
す
る
態
度
を

決
定
し
て
之
を
寅
一
不
せ

F
る
を
得
十
。
此
結
仁
闘
し
中
闘
政
府
は
訟
に
特
に
葉
の
曽
然
享
有

ι得
べ
き
拙
利
を

惜
保
す
る
一
〕
ざ
を
聾
明
致
候
。

古
藤
明
し
て
ゐ
る
が
、
共
の
意
味
は
、
恐
ら
〈
、
我
が
政
府
が
僚
約
改
正
の
交
渉
に
は
勝
十
る
も
の
の
、
遅
滞
な

〈
交
渉
を
進
行
せ
し
む
る
誠
意
に
乏

L
〈
、
之
が
錨
め
に
俊
約
改
正
期
間
の
六
鮪
月
閉
じ
新
保
約
の
成
立
せ
古
る

場
合
に
は
、
真
に
十
箇
年
現
行
保
約
の
致
カ
を
英
催
持
続
す
る
の
不
利
を
遊
〈
る
匁
め
、

直
も
に
保
約
厳
楽
を
断

行
す
ぺ
し
ご
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。

我
が
政
府
は
、
関
税
曾
議
並
に
支
那
司
法
制
度
調
査
委
員
曾
を
通
じ
て
、
支
那
の
闘
機
同
復
に
掛
し
多
大
の
岡

怖
さ
援
助
デ
ピ
奥
へ
た
に
も
拘
は
ら
十
、
支
那
政
府
が
我
川
町
政
府
の
一
誠
意
合
疑
ひ
、
相
互
信
組
正
好
情
ご
の
精
神

ご
調
和
せ

J

さ
る
が
刈
き
態
度
を
示
す
・
:
」
は
、
雨
闘
の
親
善
を
増
進
す
る
所
以
で
な
け
れ
日
」
も
、
支
那
政
府
が
右

に
云
ム
正
こ
ろ
は
必
す
し
も
単
純
な
る
威

L
文
句
で
は
な
〈
、
支
那
政
府
正
し
て
必
す

L
も
賀
行

L
品
購
ね
な
い
唱
』

" 



ご
で
ゐ
ら
う
o

ぜ
い
ム
の
は
、
千
入
百
六
十
五
年
十
一
月
二
日
調
印
(
↑
訟
紅
一
軒
削
一
一
)
の
白
耳
義
吉
支
那
古
の
遁

商
航
海
保
約
に
闘
し
、
去
る
十
月
二
十
二
日
支
那
政
府
は
相
互
平
等
の
原
則
仁
基
(
改
正
を
要
求
し
た
ご
こ
ろ
、

白
耳
義
政
府
は
該
保
約
第
四
十
六
僚
に
よ
h
、
改
正
要
求
機
は
専
ら
白
耳
義
に
の
み
属
す
る
も
の
で
ゐ
る

t

L

て
、
支
那
政
府
の
要
求
に
肱
世
な
い
方
針
で
あ
っ
た
が
、
其
の
要
求
甚
に
切
な
る
も
の
が
め
っ
た
か
ら
、
巳
む
を

得
守
主
義
正

L
て
改
正
じ
同
意
し
た
。
り
れ
ど
も
、
新
脇
陣
約
成
立
ま
で
の
暫
行
排
法
仁
闘
し
て
、
同
鴎
政
府
間
仁

意
見
の
一
設
を
見
る
こ
ど
が
出
来
な
か
っ
た
縛
め
、
支
那
政
府
は
遂
に
白
支
通
商
航
海
燦
約
の
厳
来
を
宣
言
し
た

の
で
あ
る
。

一
見
に
千
入
百
人
十
仁
川
年
四
月
二
十
五
日
調
印
の
仰
支
通
商
僚
約
、
千
人
百
人
十
七
年
六
月
二
十
六
日
調
印
の
迫

加
通
商
倹
約
及
び
一
入
九
五
年
六
月
二
十
日
調
印
の
千
入
百
人
十
七
年
六
月
二
十
六
日
の
追
加
通
商
倹
約
の
補
足

僚
約
に
閥

L
、
支
那
政
府
は
去
る
二
月
四
日
改
正
を
要
求
[
柁
が
、
側
関
西
政
府
が
之
に
勝
時
Y
F
る
の
放
を
以

て
、
八
月
六
日
附
を
以
て
該
政
府
に
謝
し
て
出
掛
楽
の
通
告
を
錯
し
た
き
う
で
あ
る

(
も
つ
ご
も
、
其
筏
仰
蘭
西
政

府
の
希
望
に
従
ひ
、
支
那
政
府
は
改
正
を
一
筒
年
延
期
す
る
こ
正
に
同
意

L
K
正
い
ふ
報
道
が
め
る
)
。

仰
ふ
る
さ
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
千
八
百
六
十
四
年
十
月
十
日
調
印
の
西
地
牙
支
那
間
の
通
商
航
海
保
約
の
改
正
時

期
も
明
年
五
月
に
到
来
す
る
か
ら
、
支
那
政
府
は
其
節
相
互
平
等
の
原
則
仁
よ
り
て
新
保
約
を
締
結
す
る
叩
」
立
を

要
求
す
ぺ
〈
、
西
山
山
牙
政
府
の
臆
諾
な
き
場
合
に
は
、
且
品
亦
依
約
臨
刷
業

ω決
意
を
有
す
る
き
う
で
あ
る
。

費量

論

日
主
祖
向
航
栴
保
約
改
正
に
就

τ

第
ニ
十
四
巷

一
七
九

節

税

七
丸



論

結

日
支
泊
古
川
航
中
市
昨
約
改
正
に
就
て

第
ユ
十
回
答

J、
O 

第

扱

ノk
O 

斯
様
に
、
支
那
政
府
は
白
耳
義
、
仰
蘭
西
、
西
山
相
芳
三
固
に
封
し
て
忠
ぴ
切
っ
た
態
度
に
出
で
、
又
は
出
で
ん

ご
す
る

ω
で
あ
る
が
、
我
刷
正
支
那
4
の
闘
係
は
此
等
三
国
t
支
那
ご
の
闘
係
に
比
べ
て
よ
b
絡
接
で
ゐ
・
0
、
日

支
通
商
航
海
保
約
の
腹
楽
は
、
白
文
、
仰
支
、
西
支
通
商
航
海
保
約
の
出
刷
業
仁
較
べ
て
一
府
軍
大
事
で
あ
る
ピ
は

一
五
へ
、
支
那
一
般
仁
子
牛
等
僚
約
股
楽
.
闘
雄
回
復
の
叫
び
却
の
高
告
今
日

ωこ
ど
故
、
六
筒
月
内
に
新
保
約
が

成
立
せ
ず
、
随
行
排
訟
も
亦
成
立
せ
ぬ
場
合
仁
は
.
支
那
政
府
は
興
諭
に
引
摺
ら
れ
て
、
白
、
側
、
西
諸
闘
に
謝

し
て
阪
に
採
り
、
又
は
採
ら
ん
ご
す
る
最
後
の
手
段
を
以
て
我
岡
仁
臨
ま

mHt
も
限
ら
ぬ
。
然
ら
ば
此

ω最
後
の

手
段
た
る
日
支
通
商
航
海
保
約
の
康
楽
に
合
理
的
級
協
が
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
日
支
保
約
に
は
、
白
支
保
約
同
比
時

保
約
臨
刷
業
に
闘
す
る
規
定
が
な
い
か
ら
、
該
僚
約
が
如
何
に
支
那
に
ご
り
て
不
利
で
あ
る
E
は
云
へ
、
我
闘
の
意

忠
夫
第
で
は
、
永
久
に
支
那
を
束
縛
す
る
司
』
ご
を
待
て
、
支
那
が
之
よ
h
解
放
せ
ら
毛
、
途
が
な
い
で
あ
ら
う

か
。
戒
は
又
倹
約
に
は
成
誕
の
規
定
が
険
加
し
て
も
・
支
那
は
相
手
国

ω同
意
を
侠
た
宇
・
草
加
測
に
之
を
股
乗
し

得
る
で
あ
ら
う
か
ど
い
ふ
ニ
ピ
は
、

一
の
大
抵
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、
立
に
論
じ
た
い
ピ
川
島
ふ
り
れ
ど
も
・
支
那

政
府
が
厳
楽
理
由
正
し
て
主
張
す
る
正
こ
ろ
が
求
に
判
然
正
せ
ぬ
今
日
、
濫
り
に
端
康
服
測
を
交
へ

τ論
議
す
る

こ
さ
は
将
卒
の
鎌
が
ゐ
る
か
ら
之
を
差
控
へ
、
他
の
機
曾
に
譲
る
こ
ご
、
す
る
。

上
過
す
る
如
(
、
関
税
品
目
議
は
、
令
官
事
四
月
段
執
政
の
失
脚
じ
よ
h
て
協
議
の
相
手
方
た
る
べ
き
支
那
政
府
が



消
滅
し
、
命
日
議
の
継
続
不
可
能
正
な
っ
た
か
ら
、
七
月
三
日
の
全
機
曾
議
に
於
て
品
目
議
合
中
止
す
る
こ
正
に
決
し

し
て
、
逆
賊
す
る
を
請
さ
晶
状
態
に
在
る
。
新
か
る
有
様
で
あ
る
か
ら
、
支
那
側
に
は
、

円
下
の
ど
こ
ろ
、
我
園

た
の
で
あ
る
o

従

τ今
統
合
議
を
再
開
す
る
に
は
、
先
づ
支
那
に
於
て
、
正
式
政
府
を
組
織

L
、
全
棋
を
任
命
せ

ね
ば
な
ら
叫
が
、
期
か
る
政
府
は
川
市
し

τ何
日
に
な
っ
た
ら
出
現
官
る
で
あ
ら
う
か
o

支
那
の
政
局
企
〈
混
沌
正

ピ
正
式
に
倹
約
改
正

ω交
捗
を
符
し
得
る
金
曜
が
な
〈
、
位
陣
約
的
調
印
が
あ
っ
て
も
之
を
批
准
す
る
元
首
が
な
い
V

の
で
あ
る
か
ら
.
我
が
政
府
は
支
那
政
府
の
保
約
改
正
に
閲
す
る
交
渉
に
封
し

τ、
今
は
共
の
時
機
に
あ
ら
争
己

し
、
他
日
正
式
政
府
成
立
り
ご
き
ま
で
、
交
渉
を
見
合
す
ぺ
き
旨
を
以
て
答
ム
ペ
き
で
あ
ら
う
。
け
れ
刊
と
も
、
我

が
政
府
は
支
那
四
四
民
の
熱
烈
な
る
要
求
に
深
き
岡
崎
を
寄
せ
、

一
旦
僚
約
改
正
の
交
渉
に
肱
じ
た
以
上
、
相
互
卒

等
の
原
則
じ
日
支
共
存
共
M
M
の
精
一
柳
正
に
よ
り
て
、
支
那
の
提
議
を
慎
重
に
考
量
せ
ね
ば
な
ら
向
。
そ
こ
で
、
私

は
、
交
捗
の
案
件
中
特
に
重
要
な
る
も
の
に
就
て
、
卑
見
の
一
端
を
遁
べ
た
い
。

一
閥
枕
自
主
桃
岡
山
怯
は
支
那
閥
民
の
熱
烈
に
要
求
す
る
ご
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
開
校
舎
議
の
傍
頭
第
一
仁
、
王

全
棋
は
関
税
に
閲
す
る
現
行
保
約
の
設
〈
る
一
一
切
の
開
枕
上
の
制
限
束
純
を
撤
厳
せ
ん
こ
ど
を
希
些
L
、
我
が
会

権
は
之
に
封
し

τ深
呼
な
る
同
怖
を
表
し
、
共
の
斡
燦

ω下
に
、
上
褐
闘
税
権
問
議
第
一
第
二
泌
合
委
員
曾
仁
於

て
‘
関
税
自
主
雄
同
町
悦
に
闘
す
る
決
議
を
匁
し
た
や
う
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
我
闘
は
今
夏
闘
枕
自
主
椛
岡
復
承

認
に
跨
踏
す
べ
き
で
な
い
o

闘
税
合
議
に
出
府
し
、
右
決
議
に
奉
加
し
た
諸
国
に
於
て
も
、
定
的

L
同
様
で
あ
ら

論

指

H
支
祖
尚
航
海
株
約
改
正
に
就
て

第
二
十
四
巻

A 

官，

説

ハ‘

， ， 



E晶

磯

日
実
通
商
航
海
協
約
改
正
に
就
て

第
=
十
四
巻

λ 

第

挽

八九

ぅ
。
程
は
昨
秋
関
税
品
目
議
開
品
目
前
に
於
て
は
、
俊
約
上
の
義
務
を
履
行
し
得
る
能
力
、
例
へ
ば
支
那
が
賞
金
廃
止

を
約
す
る
場
合
、
之
を
・
賀
行
し
得
る
能
カ
ゐ
る
政
府
川
支
那
に
於

τ樹
立
せ
ら
る
〉
伊
」
待
っ
て
・
品
川
め
て
関
税
白

主
権

ω承
認
を
匁
す
ぺ
し
ご
い
ふ
意
見
で
あ
っ
た
が
、
今
一
見
闘
枕
自
主
権
承
認
に
劉
L
て
異
議
を
採
h
u
考
は
毛
頭

な
い
。
従
て
今
次
の
通
商
航
海
保
約

ω改
正
は
、
支
那
の
閥
税
自
主
棋
の
回
復
争
前
提
ピ

L
て
行
は
る
べ
き
で
あ

上
掲
閥
枕
曾
議
第
一
第
二
混
合
委
員
舎
の
決
議
仁
よ
れ
ば
、
国
定
税
率
は
千
九
百
二
十
九
年
一
月
一
日
よ
り
寅

る
ぜ
考
へ
る
が
、
岡
定
税
率
3
M
且
施

ω期
日
以
、
早
晩
再
開
せ
ら
る
べ
き
開
枕
曾
議
の
決
定
に
侠
つ
ぺ
(
、
若
L
同

曾
議
再
聞
の
見
込
が
立
た
叫
場
合
に
は
、
改
正
保
約
仁
於
て
之
を
定
め
る
こ
正
が
一
策
で
あ

ιぅ。

施
せ
ら
る
w

へ
き
ニ
己
、
な
っ
て
ゐ
る
が
、
之
は
今
表
、
闘
税
命
戸
議
に
於
て
闘
税
に
関
係
ゐ
る
一
切
の
問
題
を
無
事

に
欝
ー
す
る
こ
ご
を
強
定
し
、
固
定
税
率
り
質
施
正
ご
も
に
支
那
政
府
が
賀
行
す
べ
き
麓
令
底
止
の
錦
め
に
、
約

三
年
の
準
備
期
間
を
設
け
H

ん
ご
す
る
に
山
で
た
の
で
あ
る
。
従
て
、
今
後
曾
議
ゆ
再
開
、
延
て
関
税
自
主
権
回
復

の
確
定
的
承
認
が
後
る
れ
ば
後
晶
、
程
、
固
定
税
率
賞
施
の
日
も
延
期
す
ぺ
〈
、
何
時
に
な
り
て
も
、
右
決
議
の

精
紳
に
従
ひ
、
再
開
せ
ら
れ
た
る
曾
議
柊
了
後
約
一
二
年
の
準
備
期
間
を
設
(
る
こ
ピ
は
、
決
L
て
不
賞
で
な
い
ご

信
宇
る
。

に
我
が
会
構
は
、
昨
秋
閥
税
曾
議
の
傍
頭
に
於

τ、
支
那
の
陶
枕
自
主
権
承
認
の
決
意
を
有
す
る
こ
ど
を
示
す

ご
岡
崎
に
、
「
列
国
が
邸
時
瓦
無
保
件

ι現
存
保
約
上
の
機
利
を
鋤
楽
せ
ん
こ
£
は
、
支
那
自
身
に
於
工
も
考
量
し



恵
僚
約
の
締
結
に
就
亡
は
、
関
税
曾
議
開
曾
前
、
我
闘
に
於
て
主
張
し
た
人
が
ゐ

h
、
同
時
に
、

日
支
両
国
会
櫨

居
る
正
こ
ろ
に
あ
ら
A
r
z
信
宇
」
Z
云
ひ
、
目
公
正
民
合
理
的
基
礎
の
上
に
立
て
る
固
定
税
率
を
定
め
て
之
を
一
般
に

通
用
す
る
ピ
同
時

ι、
一
定
期
聞
を
限
h
て
採
用
せ
ら
る
べ
き
暫
行
的
措
置
Z
し
て
、
特
殊
貨
物
に
闘
し
て
、
支

那
正
一
首
該
閲
係
国
己
の
同
じ
そ
れ
ム
¥
別
似
的
保
約
に
よ
り
て
協
定
せ
ら
る
ぺ
き
特
別
の
枕
率
を
適
用
す
る
よ
ご

を

一
案
ご
し

τ提
出
し
た
o

却
も
瓦
恵
他
陣
約

ω締
結
を
閥
税
自
主
継
承
認
の
一
俊
件
ご
し
た
の
で
ゐ
っ
た
。
互

の
間
仁
於
て
も
、
之
仁
闘
す
る
成
和
の
諒
解
が
成
立
し
た
ご

ν
ふ
風
説
も
ゐ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
現
在
の
日
交
貿

前

議

日
支
通
商
航
海
僚
約
改
正
に
就
て

第
一
一
十
四
谷

-λ

一一一

主主

掛

八.

易
閥
係
に
照
し
て
見
れ
ば
、
異
に
平
等
な
る
基
礎
の
上
に
於

τす
れ
ば
、
我
岡
仁
有
利
な
る
互
恵
傭
約
勺
締
結
は

哩
一
み
雄
〈
‘

さ

h
t
て
叉
、
我
闘
に
省
刺
な
る
互
恵
僚
約
金
話
相
結
せ
ん
ご
す
れ
ば
、
支
那
の
質
業
界
を
始
め
各
界

じ
大
反
謝
が
起
っ
て
成
立
の
見
込
が
少
な
い
か
ら
、
私
は
瓦
恵
僚
約
締
結
を
僚
件
ご
し
て
、
本
来
時
機
術
早
の
閲

税
自
主
限
承
認
を
錯
す
こ
ご
に
賛
成
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

川
市
せ
る
か
な
、
関
税
曾
議
£
平
行
し
て
行
は
れ
柁

足
志
倹
約
に
闘
す
る
内
交
沙
の
問
題
ご
な
っ
た
協
定
品
目
や
協
定
税
率
ゃ
に
閲
す
る
報
道
が
肝
聞
に
仰
は
る
や
、

上
海
総
市
問
合
等
は
此
の
如
、
き
は
「
一
志
仁
し
て
互
な
ら
宇
」
E
叫
ん
で
反
謝
運
動
を
起
し
、
之
正
相
前
後

Lτ
、
我
が

金
権
ご
或
種
の
諒
解
が
ゐ
っ
た
正
云
は
る
、
支
那
の
金
権
は
政
畿
の
銭
的
退
任
す
る
ご
い
ふ
騒
ぎ
ご
な
っ
た
か

ら
、
目
下
丘
一
忠
俊
約
じ
踊
す
る
交
渉
も
・
凋
税
命
議
岡
山
崎
中
止
Z
な
っ
て
ゐ
る
。
な
ご
し
て
は
、
支
那
の
闘
税
白

主
磁
を
承
認
す
る
ご
決
し
た
以
上
、
最
早
互
窓
倹
約
の
締
結
に
反
謝
す
る
考
は
な
い
が
、
た
い
v

、
我
凶
に
有
利
な



論

議

日
宜
趣
向
航
海
陣
約
改
正
に
就
て

第
二
十
四
谷

λ 
凹

都

観

/， 
凹

る
協
定

ω成
立
す
る
こ
己
ゐ
る
や
を
疑
は

F
る
を
得
な
い
。

一
一
}
我
闘
は
英
閥
、
米
側
仰
闘
西
.
伊
太
利
、
西
班
牙
・
丁
抹
・
諾
減
、
希
臓
、
瑞
典
・
秘
的
品
、
寄
倫
比
張
、

伯
刺
画
、
智
利
、
取
爾
然
丁
諸
岡
正
の
通
商
航
海
保
約
に
於
て
・
沿
岸
貿
易
は
俊
約
の
規
定
す
る
限
・
り
で
な
〈
、

各
自
の
同
法
の
定
h
u
る
さ
}
ヨ
ろ
に
よ
る
べ
き
も
の
正
{
、
そ

L
て
・
我
川
町
閥
治
は
、
現
在
の
ピ
E

}

市
、
沿
岸
貿
易

を
外
岡
細
細
に
対
し
て
閉
鎖
し
て
ゐ
る
o

り
れ
ど
も
、
相
民
主
義

ω下
に
、
外
闘
加
舶
に
封
一
し
て
之
を
開
放
す
る

J
N
G

ヨ
吋
叫
吋
司
司
、

I

l

l

 
日
本
船
舶
に
劃
し
て
外
国
の
沿
岸
貿
易
を
開
放
せ
し
む
る
こ
ご
は
、
大
に
し
て
は
訓
他
獅
占
政
策
よ

b
J
生
す
る
闘
家
附
の
一
小
和
札
醐
慨
を
緩
和
し
て
、
関
際
平
和
確
立
の
一
助
ピ
な
h
、

一
九
一
八
年
一
月
八
日
米
国
大

統
傾
向
y

イ
ル

Y

ン
が
公
に
し
た
講
和
基
礎
傑
件
十
四
簡
保

ω第
四
僚
に
い
v

ふ
「
山
家
得
る
限
b
総
て
の
経
済
的
一
昨

壁
を
撤
臨
崩
す
る
こ
ど
」
の
精
紳
ピ
合
致
す
る
の
で
あ
る
o

更
に
、
小
に

L
て
は
、
我
同
一
砕
迩
界
の
馳
品
展
に
貢
献
す

る
所
以

t
あ
っ

τ、
該
界
有
力
者
の
意
昆
は
概
し
て
開
放
に
賛
成
で
あ
る
や
う
で
あ
る
。

日
支
通
商
航
海
棋
院
約
に
於

τは
、
片
務
的
に
、
支
那
を
し
1
我
閣
に
劃
し
て
内
河
航
行
を
合
む
沿
岸
貿
易
を
開

放
せ
し
め

τゐ
る
が
、
支
那
刷
H
A

は、

-
般
に
之
を
以
て
支
那
り
岡
檎
侵
害
で
あ
る
ご
し
て
、
沿
岸
貿
易
機
会
部

少
〈
ご
も
内
刈
航
行
維
の
同
牧
を
叫
八
で
ゐ
る
。

一
郎
尤
も
の
こ
ご
で
ゐ
る
。
り
れ
ど
も
、
支
那
の
内
河
航
行
を

合
む
沿
岸
貿
易
に
閲
す
る
阪
得
雄
を
外
倒
人
よ
b
奪
ふ
こ
ご
は
、
支
那
海
運
業
の
未
だ
甚
だ
幼
稚
な
る
今
日
、
在

留
外
国
人
の
大
な
る
不
使
不
利
正
な
る
の
み
な
ら
す
、
支
那
自
身
の
経
済
的
品
抗
議
を
阻
害
す
る
こ
Z
甚
L

(
、
調



は
ゆ
る
角
を
矯
め
ん
己
し
て
牛
を
殺
す
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
内
外
人
の
利
盆
の
斜
め
に
は
、
支
那
を
し
て
引
絞

言
内
判
航
行
を
合
む
市
山
町
貿
易
を
開
放
せ
し
め
允
い
も
の
で
あ
る
が
、

之
が
潟
め
に
は
、
片
務
的
な
る
現
行
保
約

中
的
関
係
規
定
を
臨
出
来
L
、
相
互
主
義
の
下
に
、
我
闘
も
亦
支
那
船
舶
じ
謝
し
て
我
が
沿
岸
貿
易
に
闘
す
る
一
昨
壁

を
撤
厳
す
る
'
}
ご
を
必
要
己
す
る
o

四
明
治
四
十
三
年
四
月
十
三
日
公
布
の
外
国
人
の
土
地
所
有
機
に
閲
す
る
法
体
は
、
多
年
我
闘
仁
於
て
行
。
来

っ
た
外
闘
人
の
土
地
所
有
じ
闘
す
ゐ
禁
止
ef
解
ひ

τ、
相
瓦
主
義
じ
よ
り
外
岡
人
に
土
地
所
有
憎

ω
取
得
を
許
し

た
の
で
あ
る
が
(
も
つ
ご
も
、
此
山
法
作
は
質
施
せ
ら
れ
な
か
っ
た
)
・
昨
大
正
十
四
年
同
月
一
日
公
布

ω
外
岡
人

土
地
法
は
夏
に
一
歩
を
進
め
て
、

tnω
第
一
僚
に
よ
り
、
「
常
凶
作
民
又
は
常
凶
法
人
に
劉
し
土
地
じ
附
す
る
機
利

の
一
一
羊
布
仁
川
判
禁
止
を
錯
し
又
は
依
件
若
は
制
限
を
附
す
る
闘
に
魁
ず
る
外
凶
人
又
は
外
側
法
人
に
割
L
t
は
勅
A
T

ho-
以
て
備
凶
に
於
り
る
土
地
じ
闘
す
る
擁
刺
の
享
一
併
に
付
同
一
一
久
は
類
似
の
禁
止
を
震

L
又
は
同
一
若
は
類
似
の

保
件
若
は
制
限
を
附
す
る
こ
ど
を
得
」
る
に
過
ぎ
ざ
る
こ
ピ
Z
し
て
、

一
般
外
側
人
に
封
L
て
、
原
則
Z
L
て
土

地
に
闘
す
る
機
利
の
宇
一
仰
を
許
す
こ
芭
ご
な
っ
た
。
此
の
法
律
は
大
正
十
五
年
十
一
月
二
日
の
勅
令
に
よ
h
同
月

十
日
よ

h
資
施
せ
ら
れ

τぬ
る
が
、
之
に
よ
り
工
、
支
那
幽
民
に
指
し
、
我
同
四
に
於
り
る
土
地
所
ム
仰
を
禁
止
制
限

せ
，
さ
る
代
り
に
、

円
支
出
地
商
航
海
保
約
改
正

ω機
品
目
に
、
支
那
を

L
て、

日
本
闘
民
に
劃
す
る
土
地
所
中
仰
の
禁
止

を
解
か
し
め
た
い
ー
も
の
で
ゐ
る
。
調
は
ゆ
る
利
盆
の
交
換
が
め
っ
て
片
務
的
で
な
い
以
上
、
支
那
に
異
存
が
な
い

t満

君主

日
支
副
市
航
栴
帳
約
批
正
に
就
て

第
二
十
凹
谷

ノ、
五

第

批

一
八
五



前

議

日
支
遇
尚
航
海
陥
約
改
正
に
就
て

第
二
十
四
谷

a
L
Z
 

-
F
J
F
 

弟

披

一
八
六

筈
で
は
あ
る
が
、
不
幸
に
し
て
此
の
解
畿
に
し
て
困
難
で
ゐ
る
ご
す
れ
ば
、

せ
め
て
は
、
支
那
を
し
て
大
正
四
年

五
月
二
十
五
日
調
印
の
市
揃
洲
A
東
部
内
家
古
に
闘
す
る
僚
約
第
一
一
僚
に
規
定
す
る
向
和
維
1

1
日
本
剛
民
が
南

満
洲
に
於
て
各
柿
市
川
i
業
上
の
建
物
を
建
設
す
る
潟
又
は
農
業
を
経
持
す
る
縛
必
要
な
る
土
地
を
商
租
す
る
槌
利

l
lに
閲
す
る
湘
日
協
定
に
山
崎
A
r
L
め
た
い
も
の
で
あ
る
。
大
正
四
年
五
月
上
記
保
約
調
印
ゐ

h
て
よ
り
今
日
に

至
る
ま
で
年
を
閲
す
る
こ
正
十
一
、
此
間
我
が
政
府
は
腿
弐
右
第
一
一
一
保
に
闘
す
る
細
目
協
定
を
要
求
し
た
り
れ
じ
」

の
履
行
に
至
。
て
は
、
全
く
之
を
閑
却
し
て
潮
み

F
る
が
如

L

さ
は
、
伶
ち
に
我
俄
勝
手
の
ニ
ご
で
ゐ
っ
て
、

日
支

も
支
那
は
言
を
左
右
に
任
し
て
之
に
雌
暗
ぬ
か
ら
、
目
下
の
正
こ
ろ
、
同
僚
は
事
貫
生
文
に
崩
し
、

日
本
国
民

を
熱
唱
し
、
我
が
朝
野
を
し

τ之
に
賛
同
せ
し
め
ん
ご
欲
す
る
な
ら
ば
、
自
国

ω保
約
上

ω義
務
を
完
全
に
版
行

の
南
端
洲
に
於
け
る
経
済
的
俊
民
を
阻
止
す
る
こ
正
少
し
ご
廿
一
な
い
o

支
那
に
し
て
不
平
等
僚
約
出
出
来
図
雌
阿
復

す
る
誠
意
を
似
た
ね
ば
な
ら
ぬ
o

支
那
が
植
利

ω去
践
に
闘
し
て
は
飽
く
ま
で
態
度
強
制
で
ゐ
り
な
が
ら
、

義
務

耐
闘
親
善
の
増
進
を
闘
る
所
以
で
な
い
の
で
あ
る
o

恒
其
他
明
治
二
十
九
年
十
月
の
傑
約
は
片
務
的
規
定
e

炉』以

τ満
た
さ
れ

亦
同
性
質
の
規
定
が
あ
る
)
、

(
明
治
三
十
六
年
十
月
の
倹
約
中
に
も

此
等
の
規
定
は
車
に
日
本
凶
民
の
拙
利
々
盆
を
保
障
し
て
、

支
那
岡
民

ωそ
れ
を

廟
み
ゲ
る
不
日
常
吊
T

な
る
も
の
で
ゐ
つ

τ、
岡
際
上

ω公
義
士
以

τ友
邦
を
倹
つ
所
以
で
な
い
ー
か
ら
、

相
互
卒
等
の

原
則
に
基
き
て
根
本
的
改
正
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。



六
年
十
月
の
保
約
に
規
定
す
る
治
外
法
雄
(
唯
一
河
川
端
い
仙
沼
一
仏
師
川
町
山
附
同
W
叫
な
)
撤
廊
問
題
に
も
及
ぶ
で
あ
ら
う
か

(六)
J: 
越
す
る

虫日

日
文
通
商
航
海
保
約
改
正

ω交
沙
は
、

自
ら
明
治
二
十
九
年
七
月
の
傭
約
及
び
明
治
三
十

ら
、
最
後
に
、

此
鮎
に
閲
し
て
少
し
(
論
究
し
た
い
。

支
那
の
主
張
に
か
、
る
岡
緋
回
復
の
主
要
目
的
の

一
た
る
治
外
法
機
撤
廃
の
件
は
、

幕
府
曾
議
の
問
題
ご
な
っ

ヲ』占明、，、

守
』
ふ
M
N

千
九
百
一
一
十
一
年
十
二
月
十
日
同
合
議
第
四
凶
総
曾
に
於
て
採
用
せ
ら
れ
た

寸
支
那
の
治
外
法
権
に
闘
す

る
決
議
」

に
基
書
、

本
年
一
月
十
二
日
よ
り
九
月
、
十
六

H
お
北
京
仁
於
t
支
那
司
法
制
皮
品
川
賞
委
員
合
が
聞
か
れ

た
。
該
委
員
曾
に
出
出
し
た
支
那
を
合
む
日
本
、
英
凶
、

米
倒
、

仰
劇
画
、

伊
太
利
、

白
耳
義
、

!
1
・

布
川
町

丁
掠
、

町一同

k
、、

草
山
，
凶
H

フ

西
釧
牙
、

稲
荷
牙
各
凶
委
員
閉
じ
調
印
せ
ら
れ
た
報
告
書
仁
よ
れ
ば
、

各
国
は
昨
年
五
月
上
海
市
JK
路
事

件
以
後
、

支
那
の
明
野
が
要
求

L
た
治
外
法
継
の
急
速
な
る
撤
肢
に
は
不
同
意
で
あ
っ
て

支
那
が
該
報
告
書
中

に
掲
「
る
糊
告
を
賀
行
L
、
相
骨
闘
の
時
期
に
惜
正
し
て
後
始
め

τ各
国
は
茶
の
享
有
す
る
治
外
法
機

ω抽
出
来
を
質
行

す
べ
し

Z
L
、
糊
告
の
第
三
項
に
は
、
我
が
委
員
の
主
張
に
基
量
、
治
外
法
様
の
漸
進
的
地
方
的
批
騰
に
閲
す
る

規
定
が
設
け
て
あ
る
。
日
(

上
過
の
各
糊
告
や
賀
行
し
て
相
賞
程
度
仁
至
る
以
前
、
若
し
主
要
部
分
に

L
τ
阪
に
賞
行
せ
ら
れ
た
る
場
合
、

各
国
は
支
那
政
府
の
請
求
に
肱
じ
、
双
方

ω協
定
仁
依
り
・
治
外
訟
維
の
漸
進
的
或
は
胤
域
を
分
も
又
は
部
分

的
の
撤
厳
排
法
或
は
其
他
の
方
法
令
』
商
議
す
る
-
』
ピ
。

請

議

目
支
泊
閥
抗
措
陣
約
改
正
に
就
て

第
二
十
剛
容

一
八
七

1高

畠E

ノ、
七



諭

議

H
支
辿
尚
航
海
肱
約
改
正
に
就
て

第
二
十
四
谷

丹、
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第

腕
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右
糊
告
中
に
一
五
ふ
地
方
的
に
泊
外
法
雄
を
撤
感
『
る
こ
さ
は
、
阪
に
大
正
四
年
の
日
支
交
渉
の
折
、
同
年
四
月
二

十
六
日
日
置
公
使
が
支
那
政
府
へ
提
出
し
た
我
が
政
府
の
修
正
案
第
二
市
引
の
第
三
僚
に
現
は
れ
、
結
局
大
正
四
年

五
月
二
十
五
日
調
印
の
出
揃
洲
及
東
部
内
家
古
に
闘
す
る
保
約
第
五
僚
第
三
項
の
規
定
ど
な
っ
た
。
同
項
仁
日
f

勝
来
同
地
方
(
雨
漏
洲
及
球
部
内
或
古
を
お
す

)ω
司
法
制
度
完
全
に
改
E
せ
ら
れ
た
る
ご
き
は
日
本
図
版
民
に

闘
す
る
一
切
の
民
刑
訴
訟
は
定
金
に
支
那
閥
法
廷
の
審
判
に
蹄
す
ぺ
し
。

此
の
規
定
仁
基
主
、
忍
は
一
咋
年
以
来
、
ヤ
問
満
洲
及
び
東
部
内
装
古
に
閥
L
、
数
年
の
後
を
期
し

τ治
外
法
権
を

搬
出
凪
ず
べ
き
こ
ど
を
主
張
L
っ
、
ゐ
る
の
で
あ
る
o

然
る
ど
こ
ろ
、
最
近
支
那
朝
野
の
闘
機
凶
復
に
附
す
る
要
求

太
に
切
な
る
も
の
が
ゐ
る
か
ら
、
関
税
曾
議
に
於
て
‘
我
が
金
権
が
、
闘
税
白
主
離
凶
復
に
閥
L
悶
民
的
要
求
の

W
H
現
世
目
的
ピ
す
る
支
那
の
合
理
的
計
査
に
相
到
し
同
情
的
且
援
助
的
考
量
を
加
一
ふ
る
じ
鴎
蹴
せ
中
己
貸
朋
せ
る
精

耐
刊
に
鑑
み
、
南
満
洲
M
A

ぴ
京
都
内
出
家
古
に
於
り
る
治
外
怯
緋
撤
肢
に
闘
し
、
大
に
同
伯
あ
る
考
量
を
抑
ム
こ
子
炉
-

希
望
す
る
の
で
あ
る
。

或
は
上
記
糊
告
に
縦
み
て
、
我
闘
が
急
進
的
方
針
を
採
る
の
蛍
否
を
疑
ふ
者
も
あ
ら
う
。
け
れ
H

と
も
、
糊
告
は

糊
告
に
過
ぎ
泊
。
「
支
那
に
於
り
る
治
外
法
憾
に
闘

τる
決
議
し
の
一
節
に
「
前
記
各
国
は
前
記
委
員
品
目
(
支
那
司

法
制
度
調
査
委
員
曾
を
指
す
)
の
糊
告
の
全
部
叉
は
一
部
を
受
諾
し
又
は
拒
絶
す
る
の
自
由
を
有
す
ぺ
し
」
ピ
あ

っ
て
、
我
閣
は
糊
告
に
束
純
せ
ら
れ
宇
、
行
動
の
白
向
を
留
保
し
て
ゐ
る
か
ら
、
懸
念
は
無
用
で
あ
る
。



惟
ム
に
南
京
保
約
以
来
.
日
比
ら
〈
苛
酷
な
る
不
手
等
傑
約
の
柁
惜
の
下
に
皆
し
み
、
巴
県
議
和
曾
議
以
来
図
纏

回
復
に
熱
中
L
っ
、
あ
る
支
那
に
劉

L
、
同
国
t
共
存
共
栄
の
間
柄
で
あ
る
我
岡
は
同
情
的
態
度
を
以

τ之
に
臨

み
、
直
時
田
な
る
其
の
閥
民
的
要
求
の
貫
徹
を
援
助
す
る
の
誠
意
を
有
た
ね
ば
な
ら
ぬ
o

之
己
同
時
に
、
支
那
の
靭

野
も
、
骨
日
て
我
M
聞が
M
T
等
保
約
を
締
結
し
て
閥
際
的
地
位
を
宜
向
む
る
勉
め
に
は
、
先
ョ
つ
県
国
一
致
し
て
内
政
改
善

園
カ
充
貨
に
労
力
し
、
山
川
進
的
手
段
に
よ
b
て
目
的
を
迷

L
た
る
こ
ピ
仁
顧
み
て
、
相
判
桃
四
什
部
な
る
闘
桃
回
復
運

動
伝
恨
み
、
有
力
且
安
闘
な
る
政
府
を
一

H
も
早
〈
樹
立
す
る
や
う
告
側
す
べ
〈
、
旦
叉
日
置
全
離
が
闘
税
曾
議

昨
円
以
の
挨
拶
小
に
一
五
へ
る
が
如
く
、
善
隣

ω協
同
正
、
自
仙
の
礎
利
々
徒

ω待
重
正
を
お
に
念
凶
に
泣
き
て
、
園

楳
回
復
関
旭

ω日
公
正
回
揃
な
る
解
決
じ
到
逃
す
る
や
う
心
掛
り
ね
ば
な
ら
品
。
然
ら
す
ん
ば
、

日
支
の
聞
に
は
、

た
v
不
和
机
蝶
反
日
削
守
が
ゐ
る
の
み
で
あ
ら
う
O

(

大
正
十
五
年
十
二
H
十
日
)

if'~ 

抗

て
八
九

第
ニ
十
四
谷

J、
九

言肯

議

日
支
通
商
航
梅
能
的
改
正
に
就
て
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